
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

改
正
の
趣
旨

最
近
の
海
外
に
お
け
る
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
国
際
交
流
の
進
展
、
保
健
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
を
踏
ま
え

、
感
染
症
予
防
対
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
の
二
類
感
染
症

へ
の
追
加
、
感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集
に
関
す
る
規
定
の
整
備
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ザ
等
感
染
症
及
び
新
感
染
症
の
患
者
等
か
ら
の
検
体
の
採
取
等
の
制
度
の
創
設
等
の
措
置
を

第
二

改
正
の
要
点

一

定
義
等

１

感
染
症
の
類
型

二
類
感
染
症
に
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ

（一）
る
も
の
に
限
る
。
）
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
三
項
第
五
号
関
係
）

二
類
感
染
症
で
あ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
病
原
体
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン
フ
ル
エ

（二）
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
て
そ
の
血
清
亜
型
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
病
原
体
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が



高
い
も
の
の
血
清
亜
型
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
三
項
第

六
号
関
係
）

２

病
原
体
等
の
類
型

三
種
病
原
体
等
で
あ
る
マ
イ
コ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
属
ツ
ベ
ル
ク
ロ
ー
シ
ス
（
別
名
結
核
菌
）
に
つ
い
て
、
イ
ソ
ニ
コ

（一）
チ
ン
酸
ヒ
ド
ラ
ジ
ド
、
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
そ
の
他
結
核
の
治
療
に
使
用
さ
れ
る
薬
剤
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に

対
し
耐
性
を
有
す
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
二
十
二
項
第
二
号
関
係
）

四
種
病
原
体
等
で
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
血
清
亜
型

（二）
が
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
二
十
三
項
第
一
号
関
係
）

３

審
議
会
か
ら
の
意
見
聴
取

厚
生
労
働
大
臣
は
、
１
の

の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
科

（二）

学
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
二
十
四
項
関
係
）

二

感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
公
表

１

医
師
の
届
出



医
師
の
届
出
の
対
象
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
関

係
）

２

獣
医
師
等
の
届
出

実
験
の
た
め
に
届
出
の
対
象
で
あ
る
感
染
症
に
感
染
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除

獣
医
師
等
の
届
出
の
対
象
か
ら
、

（
第
十
三
条
関
係
）

く
こ
と
。

３

感
染
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
の
把
握

都
道
府
県
知
事
は
、
開
設
者
の
同
意
を
得
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
の
患
者
の
検
体
又
は
当
該

（一）
感
染
症
の
病
原
体
の
提
出
を
担
当
さ
せ
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
衛
生
検
査
所
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
十
四
条
の
二
第
一
項
関
係
）

。

の
指
定
を
受
け
た
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
衛
生
検
査
所
（
以
下
「
指
定
提
出
機
関
」
と
い
う
。
）
の
管
理

（二）

（一）
者
は
、
医
師
が

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
の
患
者
を
診
断
し
た
と
き
、
又
は
当
該
指
定
提
出
機
関

（一）

（
衛
生
検
査
所
に
限
る
。
）
の
職
員
が
当
該
患
者
の
検
体
若
し
く
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施

し
た
と
き
は
、
当
該
患
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
の
一
部
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら



な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
四
条
の
二
第
二
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
、
検
査
の

（三）

（二）

結
果
等
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
四
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四

項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し

に
よ
り

（四）

（二）

提
出
を
受
け
た
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十

四
条
の
二
第
五
項
関
係
）

指
定
提
出
機
関
は
、
三
十
日
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、

の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、

（五）

（一）

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
提
出
機
関
の
管
理
者
が

に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
指
定
提
出
機
関
が

の
提
出
を
担
当

（二）

（二）

す
る
に
つ
い
て
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き
は
、

の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

（一）

す
る
こ
と
。
（
第
十
四
条
の
二
第
六
項
及
び
第
七
項
関
係
）

４

感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
調
査

都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
感
染
症
の
発
生
の
状
況

（一）



、
動
向
及
び
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
必
要
な
調
査
と
し
て
当
該
職
員
に
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
を

提
出
し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
三
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た

（二）

（一）

検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
四
項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し

に
よ
り

（三）

（一）

提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
九
項
関
係
）

三

就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置

１

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
新
感
染
症
（
以
下
「
一

類
感
染
症
等
」
と
い
う
。
）
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
一
類
感
染
症
等
の
患
者
、

疑
似
症
患
者
若
し
く
は
無
症
状
病
原
体
保
有
者
又
は
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の

あ
る
者
（
以
下
「
一
類
感
染
症
等
の
患
者
等
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
当
該
者
の
検
体
を
提
出
し
、
若



し
く
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
勧
告
を
受

け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
当
該
検
体
を
採

取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
四
条
の
七
第
一

項
及
び
第
三
項
関
係
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
類
感
染
症
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
一
類

感
染
症
等
の
患
者
等
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
当
該
者
の
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の

採
取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
勧
告
を
受
け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き

は
、
当
該
職
員
に
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
当
該
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
十
六
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
四
十
四
条
の
七
第
二
項
及
び
第
四
項
関
係
）

３

都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
又
は
２
の
勧
告
又
は
措
置
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
当
該
勧

告
又
は
措
置
を
実
施
す
る
理
由
等
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
書
面
に

よ
り
通
知
し
な
い
で
勧
告
又
は
措
置
を
実
施
す
べ
き
差
し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
十
一
項
並
び
に
第
四
十
四
条
の
七
第
九
項
及
び
第
十
項
関
係
）



４

都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
は
、
３
の
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
勧
告
又
は
措
置
の
後
相
当
の

期
間
内
に
、
当
該
勧
告
を
受
け
、
又
は
当
該
措
置
を
実
施
さ
れ
た
者
に
対
し
、
理
由
等
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
三
第
六
項
及
び
第
十
一
項
並
び
に
第
四
十
四
条
の
七
第
九
項
及

び
第
十
項
関
係
）

５

都
道
府
県
知
事
は
、
１
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
又
は
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
、
当

該
検
査
の
結
果
等
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
三
第
七
項
及

び
第
八
項
並
び
に
第
四
十
四
条
の
七
第
五
項
及
び
第
六
項
関
係
）

６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
１
に
よ
り

提
出
を
受
け
、
又
は
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（

第
十
六
条
の
三
第
九
項
及
び
第
四
十
四
条
の
七
第
七
項
関
係
）

７

都
道
府
県
知
事
は
、
１
の
検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
勧
告
を
し
、
当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ

せ
、
又
は
５
に
よ
り
検
体
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
の
職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も



の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
三
第
十
項
及
び
第
四
十
四
条
の
七
第
八
項
関
係
）

四

消
毒
そ
の
他
の
措
置

１

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
等
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
一
類
感
染
症
等
の
患
者
等
又
は
一
類
感
染
症
等
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
若
し
く
は
そ
の

死
体
の
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
を
所
持
し
て
い
る
者
（
以
下
「
一
類
感
染
症
等
検
体
等
所
持
者
」
と
い
う
。
）
に

対
し
、
当
該
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
命
令
を
受
け
た

者
が
当
該
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
当
該
検
体
又
は
感
染

症
の
病
原
体
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
並

び
に
第
五
十
条
第
一
項
関
係
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
類
感
染
症
等
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
一
類
感
染
症
等
検
体
等
所
持
者
に
対
し
、
当
該
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
を
提
出
す
べ
き
こ
と

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に
検
査
の
た

め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
当
該
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す



る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
五
十
条
第
七
項
関
係
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
１
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
又
は
当
該
職
員
に
収
去
さ
せ
た
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い

て
検
査
を
実
施
し
、
当
該
検
査
の
結
果
等
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

二
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
五
十
条
第
二
項
関
係
）

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
１
に
よ
り

提
出
を
受
け
、
又
は
当
該
職
員
に
収
去
さ
せ
た
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
三
第
七
項
及
び
第
五
十
条
第
二
項
関
係
）

５

都
道
府
県
知
事
は
、
１
の
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
提
出
の
命
令
を
し
、
当
該
職
員
に
検
体
若
し
く
は
感

染
症
の
病
原
体
の
収
去
の
措
置
を
実
施
さ
せ
、
又
は
３
に
よ
り
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
検
査
を
実
施
す
る

た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
感
染
症
試
験
研
究
等
機

関
の
職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
三
第
八
項

及
び
第
五
十
条
第
二
項
関
係
）

６

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
等
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め



る
と
き
は
、
一
類
感
染
症
等
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
又
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
又
は
管
理
者
（
以
下

「
動
物
等
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
動
物
又
は
そ
の
死
体
の
検
体
を
提
出
し
、
又
は
当
該
職
員
に
よ
る

当
該
検
体
の
採
取
に
応
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
命
令
に
従
わ
な

い
と
き
は
、
当
該
職
員
に
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
当
該
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
条
第
一
項
関
係
）

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
類
感
染
症
等
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
動
物
等
所
有
者
等
に
対
し
、
当
該
動
物
又
は
そ
の
死
体
の
検
体
を
提
出
し
、
又
は
当
該
職
員
に
よ

る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
命
令
に
従
わ

な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
当
該
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
四
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
五
十
条
第
七
項
関
係
）

８

都
道
府
県
知
事
は
、
６
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
又
は
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
、
当

該
検
査
の
結
果
等
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
四
第
五
項

及
び
第
六
項
並
び
に
第
五
十
条
第
三
項
関
係
）



９

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
６
に
よ
り

提
出
を
受
け
、
又
は
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（

第
二
十
六
条
の
四
第
七
項
及
び
第
五
十
条
第
三
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、
６
の
検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
命
令
を
し
、
当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ

10
せ
、
又
は
８
に
よ
り
検
体
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
の
職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
の
四
第
八
項
及
び
第
五
十
条
第
三
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
若
し
く
は
６
又
は
２
若
し
く
は
７
の
措
置
を
実
施
し
、
又
は

11
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
場
合
に
は
、
そ
の
名
あ
て
人
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
措
置
を
実
施
す
る
旨
及
び
そ

の
理
由
等
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
い
で
措

置
を
実
施
す
べ
き
差
し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
第

一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
条
第
九
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
は
、

の
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
を
実
施
し
た
後
相
当
の

12

11



期
間
内
に
、
当
該
措
置
を
実
施
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由
等
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
措
置
の
名
あ
て
人
又
は
そ
の
保
護

者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
条
第
九
項

関
係
）

五

結
核

保
健
所
長
は
、
結
核
登
録
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
結
核
の
予
防
又
は
医
療
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
等
に
対
し
、
処
方
さ
れ
た
薬
剤
を
確
実
に
服
用
す
る
指
導
そ
の

他
必
要
な
指
導
の
実
施
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
三
条
の
十
四
第
二
項
関
係
）

六

費
用
負
担

感
染
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
の
把
握
、
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
調
査
、
検
体
の
採
取
等
、
検

体
の
収
去
等
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
（
第
五
十
八
条
第
一
号
、
第
四
号

の
二
及
び
第
四
号
の
三
関
係
）

七

事
務
の
区
分

都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
二
の
４
、
三
及
び
四
の
事
務
を
地



方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
五
条
の
二
関
係
）

罰
則
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

八
第
三

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は

各
々
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

第
二
の
一
の
３
及
び
第
二
の
二
の
２

公
布
の
日

（一）

第
二
の
一
（
２
の

及
び
３
を
除
く
。
）

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日

（二）

（一）

第
二
の
一
の
２
の

、
第
二
の
二
の
１
及
び
第
二
の
五

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日

（三）

（一）

二

検
討

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の

の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
関
係
）



三

経
過
措
置
等

そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
関
係
）


